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(AM CVn型星)に関する 2つの研究を行った。 
激変星は伴星から質量輸送が行われることで進化していく。最終的に、伴星質量が縮退するほど軽く
なり、伴星からの質量輸送率が非常に低い``period bouncer’と呼ばれる天体’になる。連星進化理論によれば、
激変星の 70%は period bouncerだと予言されるが、実際の観測ではあまり見つかっていない。この理論と観





いも変化することが知られている。軌道周期 2時間未満の天体は主に SU UMa型矮新星とWZ Sge型矮新星
に分けられるが、特に period bouncerやその前段階の天体はWZ Sge型矮新星であることが知られている。
つまり、矮新星の大部分はWZ Sge型矮新星だと考えられるが、実際にはWZ Sge型矮新星の観測数は多くな
く、特徴的な増光現象WZ Sge型 superoutburstは様々な未解明の挙動を見せる。 




period bouncerを見逃さずに観測し、WZ Sge型 superoutburstを詳細に観測することが出来るようになる。









水素激変星で開発した矮新星分類手法を AM CVn型星にも適用した結果、AM CVn型星の増光タイプも同様
の基準で分類可能であることが示唆された。今後、Tomo-e Gozen や LSST などの大規模サーベイの始動
によって突発天体の発見数の増加が見込まれる中、選択的な観測によって連星進化・増光機構の解明を
効率的に進めることが可能となる。 
 
